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　はじめに

フイリマングース Herpestes auropunctatus は，

マングース科エジプトマングース属に属し，西ア

ジアから東南アジア，中国南部に広く分布してい

る（Wozencraft, 2005; Yamada et al., 2009）．主に昼

行性であり，昆虫，両生類，爬虫類，鳥類，哺乳

類， 植 物（ 果 実 ） を 摂 食 す る（Nellis, 1989; 

Yamada et al., 2009; 船越 , 2010）．妊娠期間は約 7

週間であり，生後約 180 日で性成熟に達する

（Nellis, 1989; Yamada et al., 2009）．

近年のエジプトマングース属におけるミトコ

ン ド リ ア DNA（Chtb, ND2）， 核 DNA（FGBi7, 

TTRil）の解析により，形態的・生態的にも似て

いるジャワマングース Herpestes javanicus とフイ

リマングースは，別種であることが判明した

（Veron et al., 2007; Patou et al., 2009）．日本に生息

するマングースも全てフイリマングースであるこ

とが分かった（Veron et al., 2007; Patou et al., 2009; 

Watari et al., 2011）．

ジャワマングースおよびフイリマングースは，

ネズミ類やヘビを減少させるために西インド諸島

や フ ィ ジ ー 島， ハ ワ イ 島 な ど へ 移 入 さ れ た

（Simberloff et al., 2000; Thulin et al., 2006;  Yamada 

et al., 2009; 小倉・山田，2011）．日本では，沖縄

県においては 1910 年に，奄美大島においては

1979 年に，ネズミ類やハブ退治のためにインド

からマングースが移入された（阿部ほか，1991; 

Thulin et al., 2006; Yamada et al., 2009）． し か し，

実状はネズミ類やヘビよりも農作物や在来種を捕

食し，生態系に影響を及ぼしている（小倉・山田，

2011）．そのため，IUCN では，マングースを侵

略的外来種ワースト 100 に指定し，マングースの

駆除が各国々で行われている（Lowe et al., 2000; 

小倉・山田，2011）．鹿児島市においては，2009

年 6 月に生息が確認され，1983 年に喜入町で捕獲・

剥製されたマングースが発見されたことから，30

年以上前から生息していたことが分かった（中間・

小溝，2009； 船越，2010)．沖縄島・奄美大島の

マングースによる在来種や農作物への被害状況か

ら，鹿児島市でもマングースによる生態系への影

響が懸念され，2009 年 7 月から捕獲が開始され，

現在もマングースの防除事業が実施されている． 

食肉目における齢査定は，骨端軟骨の消失，歯

の摩耗，歯のセメント層の年輪構造の観察，そし

て水晶体重量による方法等がある（米田，1977；

三浦，1977）．これらの方法の中でも歯牙のセメ

ント層の観察は，最も多く使われている方法だが，

ハイエナ科とジャコウネコ科においては歯牙年輪

の 観 察 報 告 が 無 い（ 米 田，1977）．Nellis and 

Everard (1983) はマングースの歯牙のセメント層

の観察を試みたが，明らかな年輪が形成されず，

齢査定は不可能であったと指摘している．一方で，

水晶体重量は，比較的寿命の短い小型獣，特にネ

ズミ類で成功しており（Pucek and Lowe, 1975；

金子，1977；岡本，1980），食肉目では，ハイイ

ロギツネ（Lord, 1961），アカギツネ（Friend and 

Linhart, 1964） お よ び ア ラ イ グ マ（Sanderson, 

1961）において，水晶体重量による齢査定が可能

である（Friend, 1967）．これらの種では，亜成体（0
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歳）と成体（1 歳以上）の区別にしか使えない場

合が多いが，増加率が停滞する 1 歳ごろまでの初

期成長期では月齢まで正確に求められる（米田，

1977）．マングースにおいては，西インド諸島の

Grenada 島に移入されたマングースが齢査定さ

れ，離乳後の水晶体乾燥重量の齢査定が最も優れ

た方法であるとされている（Nellis and Everard, 

1983）．日本では奄美大島のマングースにおいて，

水晶体重量による齢査定から年齢構成や繁殖期の

推定を行っている（阿部，1995）．本研究において，

水晶体重量による齢査定を行い，年齢構成につい

て検討した．

　調査地と方法

マングースの捕獲事業が鹿児島市喜入地区を

中心に，2009 年 7 月から 2012 年 2 月にかけて行

われた（図 1）．捕獲率が高く，目撃情報が多かっ

た場所は，休耕田や耕作地，林縁などの平野部で

あった（財団法人鹿児島県環境技術協会，2011）．

捕獲された個体は性・年齢を記録するとともに、

外部形態や体重を測定した．年齢に関して，成獣

は永久歯萌芽およびラムダ縫合・前頭縫合してい

るもの，亜成獣は永久歯萌芽しているが，前頭縫

合・ラムダ縫合が未縫合のもの，幼獣は永久歯萌

芽していないものとして区別した．剖検時に頭骨

から左右の眼球を摘出し，10% ホルマリンの入っ

たスクリュー管瓶に 2 ヶ月以上固定した．固定終

了後，眼球を水洗し，水晶体の周りについている

毛様体小帯を除去した．さらに，フィルターペー

パーで水分を拭き取り，小型シャーレに各個体左

右 の 水 晶 体 を 入 れ，Drying Oven（DVS602，

Yamato）を用いて 100℃で 24 時間乾燥させた．

乾 燥 後，1/100 mg の 精 度 の 分 析 用 電 子 天 び ん

（AND，HR-202i）で水晶体重量を計量した．左

右の重量差が 2.0 mg 以上あったものは，算出用

データから除外した．重量差 1.0–2.0 mg のものは，

重量の重いほうの計測値を採用した．鹿児島市で

は日齢の明らかな飼育個体を得ることができな

かったため，これらの計測値は阿部（1995）の回

帰直線式を用いて年齢査定を行い，年齢構成を推

定した．

　結果

月別の年齢別捕獲数をみてみると，全体的に

捕獲数は 2–6 月にかけて減少傾向にあり，7–11

月にかけて増加傾向を示していた（図 2）．亜成

獣は 2–5 月，9–12 月にかけて捕獲され，幼獣は

9–12 月にかけて捕獲されていた．また，亜成獣

は 10 月，幼獣は 12 月に最も多く捕獲されており，

10，12 月は成獣よりも亜成獣のほうが多く捕獲

されていた．

水晶体の左右重量差が 2.0 mg 以上あった個体

を除外し，雄 41 頭，雌 62 頭，計 103 頭を計測対

象とした．これらの平均左右重量差は 0.4±0.4 mg 

(Mean±SD, n=103) であった．月別の水晶体重量分

布を見てみると，2–8 月にかけて水晶体重量が上

昇傾向にあった（図 3）．また，9–12 月にかけて

図 1．鹿児島市におけるマングースの生息域．

図 2．年齢別（成獣，亜成獣および幼獣）捕獲数の月別変化．
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水晶体重量の少ない個体がみられた．これは，こ

の時期に幼獣が捕獲されたことを示している（図

2）．年齢別に水晶体重量をみてみると，成獣は

11.9±1.5 mg (n=60)，亜成獣は 8.6±1.0 mg (n=23)，

幼獣は 6.0±1.0 mg (n=10) であった．最大は 15.6 

mg，最小は 4.2 mg であった．

これらの水晶体重量の測定値を阿部（1995）の

回帰直線式 Y=7.049X － 5.567（Y= 水晶体重量，

X= 日齢の対数値）を用いて，日齢を算出して誕

生月日を推定した．その結果，平均日齢は 250 日

齢（0.5–1.0 年）であり，最大で 2 年半以上生き

ている個体もみられた（図 4）．各年齢群の比率

をみると，0–0.5歳の個体数が最も多かった（図4）．

また，個体数は 1.5 歳までは徐々に減少していき，

1.5 歳を超えると激減していた．性別にみた場合，

雄では 0.5–1.0 歳にかけて，雌では 1.0–1.5 年齢に

かけて個体数が著しく減少し年齢別構成比に雌雄

差がみられた（図 5）．

　考察

鹿児島市のマングースの歯の摩耗度を観察し

たが，年齢を把握することは難しく，水晶体乾燥

重量から齢査定を行う方法が最も有効であった．

一方，水晶体は傷つきやすく，特に幼獣のものは

破損しやすい．そのため，水晶体乾燥重量による

齢査定の結果と外部形態や頭骨形状と併せて判断

する必要がある．

月別の水晶体重量の分布から，阿部（1995）は，

奄美大島産のマングースを水晶体重量別に 9–11.5 

mg，12–14 mg，15.5–16.5 mg の 3 群に区別でき

るとしているが，鹿児島市産はこの 3 群を明瞭に

区別することはできなかった（図 3）．特に 9–12

月にかけてはほとんど重なっていて区別すること

は困難であった．これはこの時期に，成長途上に

ある亜成獣や幼獣の個体数が多く占めていたため

ではないかと考えられる（図 2）．

年齢構成をみてみると，性成熟に達していな

い 0.5 歳までの個体数が最も多く，3 年以上生存

している個体はほとんど見られなかった（図 4）．

奄美大島では，3.0–3.5 歳は 4 個体みられ（阿部，

1995），鹿児島市の方が奄美大島よりも生存率が

低い可能性がある．性成熟に達するまでの生存確

率が低いことは，テンやイタチ等の競合種がいる

中で食物を確保する条件が厳しいこと，また沖縄

島や奄美大島と比較して平均気温が低いことが関

図 3．月別の水晶体重量の分布．

図 4．水晶体重量に基づく齢査定から得られた年齢構成比．

図 5．水晶体重量に基づく齢査定から得られた雌雄別年齢構
成比．
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係していると考えられる．また，3 年以上生存す

る個体が少ないことから，ほとんどの個体は生涯

のうち繁殖にかかわる回数は 1–2 回であると推測

される． 

鹿児島市のマングースでは，日齢の明らかな

飼育個体を得ることができず，また捕獲数も少な

いことから水晶体重量に基づく回帰式を得ること

ができなかった．今後，日齢の明らかな飼育個体

( 複数 ) のデータを得て回帰式を改正できれば，

より精度の高い年齢査定を行うことできる．また，

死亡直後と冷凍保存後のホルマリン固定による水

晶体乾燥重量における差異について検証しておく

必要がある．それによって，より実用的な年齢構

成比を算出して今後の個体群の動向を把握し，マ

ングースの駆除・根絶に寄与することが期待され

る．
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